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1-1 本研究の背景と目的 Sturzbecher ら（1986）1）はネワール族の住宅構成の発展について
述べ、ネワール族の伝統的住宅が信条を基づいてつくられている、
としている。Gutschow ら 2）はマッラ時代のネワール族のマチ・ムラ































3km のところに位置している。旧ティミ市は 1997 年にバルクマリ
（Bal Kumari）、チョパチョ（Chapacho）、ボデ（Bode）、ナガデス
(Nagdesh) 、デベェソリ(Dibashwori) などの 17 の居住区を合併し、
マデェプールティミ市になった。 カトマンドゥ 
ティミ マデェプールティミ市の面積は 11.47sq.km で、標高 1325 メート
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食：炊事・食事室   ト：トイレ           沐：沐浴場 
寝：寝室       ガ：ガスコンロ         洗：洗濯場 
ブ：ブトゥ（竈）   応：接客室           神：神をまつる部屋 

































△ ：男性       △＝○は夫婦を表す。         
○ ：女性       破線で囲んだグループが炊事・食事を別にする。 






























5. アンケート調査の結果からみた「けがれ」の観念   ①不可触民と言われている道を掃くことを仕事としているポデ
ー（Pode）、チャミ（Chami）、ホロ（Hala）などの下位カーストは、
「上位カーストの住まいに入ってはいけない」とされてきた。しか
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 4）4～5 建て住宅の 4 階または 5 階を炊事・食事空間とした理由
については、ヒンドゥー教の「食物授受規制」に基づいているため
と考えられる。すなわち、炊事・食事空間は神聖な場所であるため、
けがれた下位カーストの人々が炊事・食事空間へ進入することを防
止し、また、下位カーストの人々が行き交う地表から最も離れた場
所に炊事・食事空間を位置させる必要があったため、4 階または 5
階に炊事・食事空間を位置させたものと推察される。 
 
 
 
 
 
しかし、本研究で得られた知見がティミ以外のネワール族のマチ
と住まいでも同様かどうかは、現時点では確認できていない。また、
最近は農地が宅地に転用され、低層住宅が新築されつつあるが、そ
れらの住まいでのカーストと「食物授受規制」についての実態も把
握できていない。 
 ネパール連邦民主共和国は、今日、「近代化」へ向けて急ピッチ
で変わりつつある。その過程で、伝統的なネワール族の 4～5階建て
の縦長住宅は、高齢化対応を含めてどう変わっていくのか、どう変
えていくべきかが今後の住宅政策上の重要な課題になると思われる。 
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